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１． はじめに

伊丹市の雨水整備計画のなかで，金岡雨水幹線排水域については「金岡雨水整備事業」として計画され，沿線に家

屋が連なり拡幅による改修には限界があるため「貯留管方式」が採用された．

 今回は，φ7,000 ㎜の貯留管の埋設を土圧式シールド工法で築造するに当たり，DPLEX シールド機を採用した経緯
とその初期掘進における掘進状況を報告する．なお，本工事の DPLEX シールドは初めての大口径で，しかも本格的

礫質地盤での掘進である．

２． 工事概要

工事名称：金岡雨水貯留管築造工事

工事場所：兵庫県伊丹市御願塚 6丁目～千僧 4丁目

発注者  ：伊丹市下水道部
工期    ：平成 9年 9月 11日～平成 12年 11月 30日

貯留管シールド工事内容：土圧式シールド工法 (DPLEX工法)

掘進延長 Ｌ＝1,150ｍ              シールド機外径 φ7,670㎜
土被り 10ｍ                     最小曲率半径 Ｒ＝110ｍ

縦断勾配 0.5～0％

  セグメント NM(嵌合)セグメント
  セグメント外径 φ7,500㎜                           セグメント内径   φ7,000㎜

セグメント幅 1,200㎜(一般部)・ 900㎜(Ｒ＝110ｍ)    セグメント厚さ       250㎜

３． 地形・土質概要

当地は尼崎平野部に広がる伊丹台地に位置し，地層は段丘堆積層の伊丹層と洪積層の大阪層群からなっている．

貯留管のシールドは伊丹層の砂質土層(Is)と大阪層群の礫質土層(Og1)を掘進する．伊丹砂質土層(Is)は砂，シルト質

砂，粘土混じり砂等からなり，細～中砂を主体として粘土分を不規則に混入しており，Ｎ値はほぼ 20 である．大阪
層群礫質土層(Og1)は礫および砂分が大半を占める砂礫層であり，礫はφ2～30㎜位の角～亜角礫主体でφ50～500㎜

程度の玉石が混じりＮ値は 50以上である．

図-1  シールド機全体図
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４． DPLEXシールド機の採用

ビットの交換回数の低減を主として検討を行った結果，ビットの磨耗軽減に

有効な DPLEX シールド機を採用することにした．今工事でのビットの摺動距
離は，従来の単軸型シールド機ではカッタフレームの最外周で 1,400 ㎞となる

が，DPLEX シールド機ではすべてのビットが一様に 400 ㎞となる．またビッ

トの回転速度は，前者が 17ｍ/分となるのに対して，後者は 5ｍ/分となる．し
たがって，DPLEX シールド機ではビットの磨耗や衝撃による破損も従来の単

軸型シールド機の 1/3程度となり当初予測されていた最大 3 回程度の交換も不

要になると考えられた．図-1にシールド機全体図，表-1に DPLEXシールド機
の仕様および単軸シールド機との比較を示す．

 当シールド機設計における主な礫掘削対応は以下の点である．

（１） カッタフレームおよびビットの耐久性を向上

（２） 礫質地盤でのカッタトルクの設定

（３） 巨礫の取り込み

（４） チャンバ内での攪拌効果の向上

（５） チャンバ下部での礫のかみ込みを防止する

５． 初期掘進の施工実績

初期掘進は，平成 11年 9月より開始し，急曲線 110Ｒ(CL＝68.3ｍ)を
含む 107.4ｍ，106リングを掘進した．以下に施工結果を報告する．

（１） 切羽土圧

 土圧はシールド機中央の土圧計で管理したがカッタの回転に従っ
て変動した．自然土圧 0.07MPaに対して下限値を 0.1MPaとして管理

した．概ね 0.125MPaであった．図-2に切羽土圧の推移を示す．

（２） カッタトルク

  カッタトルクはカッタの回転に従って変動し，カッタが上部を移

動時は下がり，下部を移動時は上がった．概ね 1,600～1,700kN･m(カ

ッタ圧力 9～10MPa)であった．図-3にカッタトルクの推移を示す．
（３） 加泥材注入

  立坑掘削時にシールド掘進の地山を採取し，試験を行い，適正な

泥土が得られるものを選定した．加泥材として，粘土ベントナイト

系の作泥材と粘土凝集剤を 2ショットで注入した．

（４） 排土状況

スクリューコンベヤから排出される掘削土砂は，土圧式シールドの泥土として非常に良好であった．均一に混

練りされており，スクリュー圧力 5MPa 程度でスムーズに排出された．掘削土層は上部の粘土混じり砂(伊丹砂

質土層)と中～下部の砂礫層(大阪層群礫質土層)という粒度構成も色も全く異なる 2層からなるが完全に混練りさ

れ排出された．

 （５） ビットの磨耗

 磨耗計測は超音波磨耗検知ビットによりカッタ外周部の上，中，下部の 3ヶ所で行った．初期掘進区間(107.4m)

での結果は位置による優位性はなく，磨耗係数は 0.043～0.060㎜/㎞と予想値の上限値前後であった．
６．おわりに

大口径の DPLEX シールド機による初めての本格的礫層の初期掘進は，順調に進んだ．シールド機設計の際あるい

は掘進中に，関係各位からいただいた協力や助言の賜物と深く感謝している．今回は，初期掘進が完了したばかりで

掘進に関するデータの蓄積も少ないなかでの報告となったが，工事が完了し，定常状態での掘進データを充分解析し

た上で再度報告したいと考えている．

表 –1  DPLEXシールド機仕様

図-2    切羽土圧

          図-3  カッタトルク
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